
岩手県知事からのごあいさつ

三重県民の皆さまへ
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昨年、３月１１日に発生した「東日本大震災津波」に関する、岩手
県へのお見舞、ご支援、誠にありがとうございます。
岩手県は、これまでも大きな自然災害を経験していますが、その

たびに屈することなく、苦難を乗り越えてきました。今回の想像を絶
する大災害に際しても、全国からの応援をいただきながら、県民の
力を集結することにより、必ずや克服できることを信じています。
今も災害廃棄物の処理や産業の再生など復興へ向けて全力で取

り組んでおります。
三重県の皆様には、これまでの様々な支援のほか、本県の災害

廃棄物の受入れを検討していただいていることに感謝申し上げると
ともに、一日も早い復興のため、今後ともご協力いただきますようよ
ろしくお願いいたします。
このたび三重県のご支援、ご協力により、マックスバリュ２店で開

催される「岩手と三重 美味いもん市」におきまして、岩手の豊かな
自然の恵みが生み出した、高品質で魅力あふれる県産品をご紹介
いただくことになりました。
「がんばろう！岩手」のスローガンのもと、本県生産者の情熱が一

杯に詰めこまれた逸品の数々が、皆様にご愛用されることを心から
願っております。
１日も早い復興のためにも、皆様には、本県物産品のご愛用を通

じてのご支援ご協力くださいますようお願いいたします。

たっ そ



三重県知事からのごあいさつ

東日本大震災の大災害から１年半余が過ぎ、今も被災地では、
絶え間のない復興への努力が続けられております。

被災地が本当の復興を果たすためには、私たちも被災地で暮ら
す人々に思いを馳せ、息の長い支援を行っていくことが大切です。

なかでも、被災地で処理のしきれない災害廃棄物の広域処理を
進める必要があることから、現在、岩手県久慈市の災害廃棄物の
受入・処理へ向けた具体的な調整を進めております。県民の皆様
におかれましても、災害廃棄物の広域処理に対しご理解とご協力
を賜りますようよろしくお願いいたします。

そして、このたびは、岩手と三重の “食による交流” を通じて岩手

県の復興を応援するため、両県の魅力ある食材を多数取り揃えた
「東北応援交流フェア！岩手と三重 美味いもん市」を企画させて
いただきました。両県の素晴らしい物産を味わっていただき、それ
ぞれのもつ魅力を再発見していただければと思います。

県民の皆さまへ

三重県知事 鈴木 英敬





津波直後の状況

岩手県久慈市（H23.3）

岩手県久慈市（H23.3）



全国からの救援・応援

岩手県田野畑村（H23.3）

炊き出し（H23.3）





復興はまだ道半ば

久慈市市場（H24.8）

久慈市仮置場（H24.8）



環境大臣からの広域処理の協力要請







久慈市長からのメッセージ

久慈市では、東日本大震災からの１日も早い復旧・復興のため、
災害廃棄の処理に向け全力で取り組んでいます。できる限り市内
及び岩手県内で処理を進めていますが、可燃物約４，０００トンの
処理の目処が立っておらず、広域処理が必要です。
そのため、久慈市では、岩手県及び環境省に対し、処理先の確

保を要請し、去る８月７日に三重県との広域処理のマッチングをい
ただきました。
三重県民の皆さまに広域処理へのご理解とご支援をいただけれ

ば幸いです。

北限の海女 久慈市の風景

岩手県久慈市は、岩手県北東部の沿岸、リアス
式海岸が広がり、北限の海女が活躍していること
でも知られる、三重県と同じように美しい自然に囲
まれた地域です。


